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１ 目的

本会は会員が減少傾向にあり、本会への勧誘活動による会員増加を図る。また、地域活性化と

耕作放棄地の解消を目的にツバキを植樹し、ツバキ油等の副産物を輝北町の新たな産地として検

討する。また、町内農業祭りで農産物を販売し、本会の PR 活動も行う。また、農産物販売所を
視察し、その販売方法等を町内物産館へ還元するとともに、本会から農産物の出品も検討する。

２ 実施状況

（１）地域活性化と耕作放棄地解消へ向けた活動の実施

昨年度の 6 次産業先進地研修（オリーブ栽培）を受け、同
様な活動ができないか検討した結果、地域性などを考慮し、ツ

バキを活用した活動を展開することとした。

県内にて、ツバキを用いた地域活性化の取り組みを視察し、

植樹方法や副産物利用（ツバキ油等）について学んだ。また、

台風の影響で耕作放棄地への植樹には至らなかったものの、

青年の土地へ試験的に植樹し、十分な定植がみられた。

また、ツバキの副産物を用いた新たな商品の検討もおこな

い、次年度の活動への意欲が高まった。

（２）農産物販売および PR活動の実施
星のふるさと輝北まつり（町内農業祭り）にて、クラ

ブ員の育てた鶏肉を“スモークチキン”として販売し、

消費者から好評をいただいた。また、次年度はツバキの

副産物を用いた商品の出品を目標とする。

農産物販売時など随時クラブの PR 紙を配布し、消費
者や農業者にクラブ活動に対する理解促進が図られた。

PR活動により、会員は 7名から 9名へ増加した。

３ 今後の課題，取り組み

クラブの PR活動は随時実施し、新規クラブ員の加入を
目標とするとともに、消費者や農業者への更なる本会の理

解促進を図る。また、ツバキの試験的な植樹や副産物を用

いた商品の検討ができたため、次年度は耕作放棄地への植

樹、町内農業祭りでの商品の出品を目標とし、クラブ活動

だけにおさまらず、地域活性化の足がかりとする。

先進地研修については引き続き実施し、更なる資質向上

に努めたい。

写真１．ツバキについて視察

写真２．農産物販売の様子

写真３．クラブの PR紙


